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問題

最近，児童・生徒のアサーション・スキルの知識と

技能を習得させるために，学校の授業の中で，アサー

ション・トレーニングを試みる実践が報告されている

(庚岡・庚岡， 2004;西・加藤・森， 2∞4;新里・嘉数・

上原・島袋，2∞7)。アサーションとは， r自分の考え，

欲求，気持ちなどを素直に，正直に，その場の状況に

あった適切な方法で表現することJであり， r自分も

相手も大切にした自己表現Jであると考えられている

(園田・中釜・沢崎， 2叩2)。しかし，学校の授業の中

で学級の児童・生徒全員を対象にしてアサーション・

トレーニングを指導した実践的研究では，アサーショ
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ン・トレーニングの授業回数，授業で教える内容，効

果判定に使用する測度，対象者の発達段階などが研究

ごとに異なっており，研究結果の一致・不一致を左右

する要因を探求しにくい現状にある。また，対象者の

年齢段階の相違によっても異なる結果が得られている。

例えば，庚岡・庚岡 (2004)は中学1年生を対象にA

校では5回の授業を， B校では3回の授業を実施し，

主張性尺度や社会的スキル尺度を使用して授業効果を

検討している。その結果， 2つの中学校ともに，明確

なアサーション・トレーェングの授業効果がみられな

かった。新里他 (2007) も中学2年生を対象に，社会

的スキル尺度や攻撃性尺度を使用して， 3回の授業の

効果を検討しているが，明確なアサーション・トレー

4)広島大学大学院教育学研究科教育人間科学専攻心理学分野・院生

-39一



ニングの授業効果を見出していない。

それに対して，西他 (2004) は，小学6年生を対象

に自尊感情尺度を使用して，友人に対するアサーシヨ

ン・スキルの向上を目的とするアサーション・トレー

ニングを実施した。アサーション・トレーニングの第

1次授業では，児童の自己概念の認知や自己高揚的な

自尊感情を促すために，自分を見つめる授業プログラ

ムを実践した。第2次授業では，友達関係、や友達との

かかわりに目を向けさせ，友達に対するアサーション

行動や態度を身につけるために，研修旅行に出かける

授業プログラムを実践した。その結果，友人に対する

アサーション・スキルを指導することによって，児童

の一般的な自尊感情が高まることが明らかになった。

また，西他 (2004)ではパス解析の結果から，家族と

のかかわりに関する自尊感情は，友人とのかかわりに

関する自尊感情，学業に関する自尊感情および一般的

な自尊感情を説明する要因であり，自尊感情の中核的

要素であることが示唆された。

西他 (2004)では，小学6年生の自尊感情尺度はア

サーション・トレーニングの授業効果を反映しやすい

ことが見出された。しかし，自尊感情は，すでに小学

高学年の頃から低下していくことが報告されている

(Kokenes.1974)。これは，思春期を迎えるこの時期に，

自己を拒否したり，自己を受容する傾向が低下し(蘭，

2002) .仲間関係、や友人関係だけでなく，家族関係に

おいても新たな葛藤が生じることを反映している。そ

こで，本研究では，仲間や友人に対するアサーション

行動をトレーニングした西他 (2004)の研究結果を踏

まえて，家族成員の中で使用するアサーション行動を

高める授業実践を行い，その効果を検討することにし

た。

家族集団の中で，人は基本的に2つの欲求を持って

いるという(野末.2005)。第 1の欲求は.r一人の人

間としての自分，他の家族メンバーとは異なる個性を

持った自分を大切にし，自分自身の欲求や感情や感覚，

あるいは考え方に基づいて行動したいJという自立へ

の欲求である。第2の欲求は.r他の家族メンバーに

自分を認めてほしい，受け入れてほしい，評価してほ

しい，家族と様々なことを共有したい，より親密にな

りたし、」という受容や共感的理解への欲求である(野

末.2005)。特に，児童期の終わりからはじまる思春

期においては，第 1の自立への欲求が急速に高まり，

家族内においてもこれまで築かれてきた家族成員間の

ダイナミクスに大きな変化が生じ，様々な葛藤が発生

する。したがって，この時期に家族内におけるアサー

ション・スキルの知識と技能を習得することは，家族

内で生じる新たな葛藤に対する対処法を身につけるこ

とを意味し，子どもが自立欲求を発揮しながら，同時

に受容と共感的理解への基本的欲求を充足するのに役

立つと考えられる。換言すれば，家族とのかかわりに

関する自尊感情の安定は，家族内における自立への欲

求と受容・共感的理解への欲求がバランスよく充足さ

れていることを意味する。

ところで，家族内のアサーション行動は，家族成員

の相互関係のあり方によって影響を受けると考えられ

る。特に，児童からみた家族成員との関係は，父親，

母親のような大人との縦関係を意味することであり，

仲間や友人のような対等な横の関係で使用するアサー

ション行動を家族内ではそのまま発揮できないかもし

れない。そこで本研究では，まず研究 1において家族

成員の相互関係を測定する尺度を実施し，家族成員の

相互関係に基づいて児童からみた家族タイプを明らか

にする。次に，家族タイプ別に，児童の家族内におけ

るアサーション行動と自尊感情の特徴を明らかにする。

なお，児童の家族内におけるアサーション行動は，家

族内における自己表明および他者の表明を望む気持ち

のふたつの側面から測定した。研究2では. 5時間の

アサーション・トレーニングの授業を実践し，家族タ

イプ別に，児童のアサーション行動や自尊感情に及ぼ

す授業効果について検討する。

研究 1

目的

研究 1では，家族成員の相互関係尺度の3下位尺度

に関するクラスター分析の結果に基づいて家族タイプ

の3群を構成し，各群のアサーション行動(家族内に

おける自己表明および他者の表明を望む気持ち)と自

尊感情の特徴を明らかにすることを目的とする。

方法

1 .調査対象者および実施時期

小学5年生 76名(男子 39名，女子 37名)を対象

として.2∞5年 1月に調査を行った。

2.調査内容

家庭科の「家庭生活と家族」の領域について学習す

る最初の時間に，以下の4種類の尺度から構成される

質問紙調査を行った。

(1)家族成員の相互関係尺度 鈴木・松田・永田・植

村(1985)が作成した家族環境尺度のうち，家族成員

の相互関係を測る尺度を使用した。質問項目は 15項

目から構成され，回答方法は4件法であった。

ω児童期の家族関係における自己表明尺度柴橋 0∞I)
が作成した青年期の友人関係における自己表明に関す

る質問項目を参考に，児童期の家族関係における自己
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表明に関する質問項目を 19項目作成した。回答方法

は4件法であった。

(3)児童期の家族関係における他者の表明を望む気持

ち尺度柴橋 (2001)の作成した青年期の友人関係に

おける他者の表明を望む気持ちに関する質問項目を参

考に，児童期の家族関係における他者の表明を望む気

持ちに関する質問項目を II項目作成した。回答方法

は4件法であった。

(4) 児童の自尊感情尺度 Pope， McHale， & Craighead 

(1988) の子ども用 5領成自尊心尺度を一部修正した

西他 (2∞4)の児童用自尊感情尺度を使用した。この

自尊感情尺度は， 4つの下位尺度から構成されている。

a係数の算出および確認的因子分析によって，各下位

尺度の信頼性と妥当性は確認されている。本研究では，

4つの下位尺度のうち， r友人とのかかわりに関する自

尊感情J，r家族とのかかわり関する自尊感情ム「一般的

な自尊感情Jの3下位尺度を使用した。質問項目は28

項目から構成され，回答方法は4件法であった。

結果と考察

1 .因子分析の結果

(1) 家族成員の相互関係鈴木他(1985) と同様に，

因子数を3に指定した因子分析(重み付けのない最小

二乗法，プロマックス回転)を行ったところ，鈴木他

(1985) の結果とほぼ同様の因子構造 (Table1)が得

られた。第 1因子は「うちの家族は，いろいろな面で

よく助け合い，支えあっていると思うJなどの家族の

凝集性を表す6項目から構成されていたので，第 1因

子を「家族の凝集性Jと命名した。第2因子は「わた

したち家族の間で，言い争いになることがよくある」

などの家族内葛藤を表す5項目から構成されていたの

で， 第2因子を「家族成員の葛藤j と命名した。第3

因子は「わが家では，話のやりとりが自然によく起こ

る」などのコミュニケーションの生起しやすさを表す

3項目から構成されていたので，第3因子を「コミュ

ニケーションの受容性Jと命名した。 Cronbachの臼係

数を求めたところ，第 1因子は白 =.85，第2因子は臼

=.83，第3因子は臼 =.64であった。

α) 児童期の家族関係における自己表明 因子数を4

に指定して因子分析(主因子法，プロマックス回転)

を行ったところ，因子負荷量が.30以下の項目がみら

れたので，これらの項目を削除し，因子分析を繰り返

した。その結果，最終的にはTable2の因子構造とな

った。第1因子は「家族のしていることに不満を感じ

たときにはその気持ちを家族に言う」などの自分の意

見を表す7項目から構成されていたので，第 1因子を

Table 1 家族成員の相互関係 (重み付けのない最小二乗法.プロマックス回転)

F1:家族の凝集性

1 うちの家族は，いろいろな面でよく助け合い.支えあっていると思う

12 *うちの家族には，あまり家族としてのまとまりがないように思う

8 わたしたちの家族のあいだには連帯感があると思う

10 家族のだれかがくじけそうになったときには，みんなではげますようにしている

14 わたしの家族はおたがいなかよくやっている

7 わが家では，おたがいが.それぞれ自分のことを気楽に話せる

F2:家族成員の葛藤

3 わたしたち家族の聞で，言い争いになることがよくある

11 わたしたち家族の聞で，手をあげて争いになることがときどきある

9 わたしたち家族の問で，われを忘れてどなりあうようなことがしばしばある

6 わが家では，怒って物を投げつけるようなけんかが，ときどきある

4*わが家では.だれかが本気になって怒り出すようなことは，めったにない

F3:コミニュケーションの受容性

13 わたしたちの家族の聞では，お金の問題について，包みかくさず話し合っている

15 わが家では，話のやりとりが自然によく起こる

5*わが家では，ぐちをこぼしにくい

因子間相関

*:反転項目
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「意見の表明」と命名した。第2因子は「家族にほめ

られてうれしいときはその気持ちを言葉で表すj など

の喜びや限界を表す3項目から構成されていたので，

第2因子を「喜び・限界の表明Jと命名した。第3因

子は「家族に怒りや不満を感じたときでもその気持ち

を表さないようにするj などの不快感を表さない2項

目から構成されていたので，第3因子を「不快感の不

表明j と命名した。第4因子は「家族にどう言われよ

うと正しいと思うことは自分の信念を貫く j などの自

分の意思を大切にする 2項目から構成されていたので，

第4因子を「自己意思の尊重」と命名した。 a係数を

求めたところ，第 1因子はa=.83，第2因子はa=.68， 

第3因子はa=.51，第4因子はa=.54であった。

(3) 児童期の家族関係における他者の表明を望む気持

ち 因子数を3に指定して因子分析(重み付けのない

最小二乗法，パリマックス回転)を行ったところ，

Table 3に示す因子構造が得られた。第1因子は「わた

しがしたことでいやな気持ちがしたときはそういって

ほしいと思うJなどの他者からの抗議を望む気持ちを

表す4項目から構成されていたので，第 1因子を「率

直な抗議を望む気持ちJと命名した。第2因子は「ど

うしていいかわからないことがあって困ったときは相

談してほしい」などの他者からの相談や依頼を望む気

持ちを示す4項目から構成されていたので，第2因子

を「相談・依頼を望む気持ちj と命名した。第3因子

は「わたしと考え方がちがうと思ったときには，話し

あったり議論してほしい」などの他者の独自な意見の

表明を望む気持ちを表す3項目から構成されていたの

で，第3因子を「独自な意見の表明を望む気持ち」と

命名した。白係数を求めたところ，第1因子は臼 =.95，

第2因子はa=.88，第3因子はa=.84であった。

2.家族タイプの群構成

家族成員の相互関係尺度の3つの下位尺度得点を使

用してクラスター分析を行った。その結果から， 3つ

のクラスターを採用して，対象者を家族タイプ別に3

群に分類した (Figure1) 0 3群の特徴を確認するため

に， 3群を独立変数とし，家族成員の相互関係尺度の

家族の凝集性，家族成員の葛藤およびコミュエケーシ

ョンの受容性の3下位尺度を従属変数とする一元田置

の分散分析を行った。なお，多重比較には，

Bonferroniの下位検定を使用した。その結果から，家

族の凝集性が最も高い群を「家族の凝集性高群Jとした。

Table 2 児童期の家族関係における自己表明 (主因子法 プロマックス回転)

II m w 央通怯

Fl:意見の表明

12 家族のしていることに不満を感じたときにはその気持ちを家族に言う

9 家族の無神経な言い方で傷ついたときは自分の気持ちをはっきり言う

1 家族に強〈言いすぎて悪かったと思ったときはその気持ちを伝える

13 家族のしたことがいいなと思ったときはその気持ちを言葉で表す

5 家族に意見を求められたときは自分の考えをはっきり言う

8 家族の考えに賛成できないとき『わたしはそうは思わない』とはっきり言う

14 家族と考え方が違うと思ったときでも話し合ったり，議論しようとする

F2・喜び・限界の表明

16 家族にほめられてうれしいときはその気持ちを言葉で表す

18 おもしろいことや感動したことがあったとき家族にその気持ちを伝える

19 一人ではできないようなことで困っているときは手伝ってと家族にたのんでみる

F3:不快感の不表明

3 家族に怒りや不満を感じたときでもその気持ちを表さないようにする

6 家族のだれかから，からかわれてふゆかいになってもおこったりしない

F4:自己意思の尊重

11 *家族とちがう考えを持っていても言わずに家族のみんなにあわせる

2 家族にどう言われようと正しいと思うことは自分の信念を貫〈

因子間相関
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3.家族タイプの3群間比較の結果この群はコミュニケーションの受容性も 3群の中で最

も高い得点を示した。家族の凝集性が2番目に高い群

を「家族の凝集性中群jとした。この群は，家族成員

の葛藤では家族の凝集性高群との聞に有意差はないが，

コミュニケーションの受容性では3群のうち最も低い

群であった。最後に，家族成員の葛藤が最も高い群を

「家族成員の葛藤高群」とした。この群は.3群のう

ちで家族の凝集性では最も低い得点を示すが，コミュ

ニケーションの受容性では「家族の凝集中群j よりも

高い群であった。各群の人数は. r家族の凝集性高群J

15人.r家族の凝集性中群J40人. r家族成員の葛藤高

群J21人であった。

児童期の家族関係における自己表明尺度，児童期の

家族関係における他者の表明を望む気持ち尺度および

児童の自尊感情尺度別に，家族タイプの3群を独立変

数とする一元配置の分散分析を行った (Table4)。そ

の結果，児童期の家族関係における自己表明尺度のう

ち. r自己意思の尊重」では，家族の凝集性高群が家

族の凝集性中群や家族成員の葛藤高群よりも有意に高

い得点を示した。一方，不快感の不表明では，家族の

凝集性中群が家族の凝集性高群や家族成員の葛藤高群

よりも有意に高い得点を示した。

児童期の家族関係における他者の表明を望む気持ち

尺度のうち率直な抗議を望む気持ち」と「相談・

Table 3 児童期の家族関係における他者の表明を望む気持ち(重み付けのない最小二乗法パリマックス回転)

E E 共通性

F1:率直な抗議を望む気持ち

6 わたしがしたことでいやな気持ちがしたときはそういってほしいと思う .861 .30 

8 わたしの無神経な言い方で傷ついたときはそういってほしいと思う .771 .23 

5 わたしが言ったことで腹が立ったりふゆかいになったときには，そういってほしいと思う .741 .32 

7 わたしの行動が家族にとってめいわくなときはそう言ってほしいと思う .741 .37 

F2・相該・依頼を望む気持ち

4 どうしていいかわからないことがあって困ったときは相談してほしい

1 つらいときや苦しいときにはわたしにそう言ってほしい

2 困っているときゃなにか手伝って欲しいことがあるときには言ってほしい

3 うれしいことがあったときにはその気持ちを伝えてほしい

F3:独自な意見の表明を望む気持ち

M l 1 l 1 I59e7咽咽g7 l E E 
37 

.43 

.12 

27 .91 

.47 .86 

.33 .75 

.34 .80 

.32 1.00 

.18 .75 

.05 .66 

.38 .44 

11 わたしと考え方がちがうと思ったときには，話があったり議論してほしい

10 わたしの意見に賛成できないと思ったときは自分の考えをいってほしいと思う

9 わたしが家族に意見をもとめたときは自分の考えをはっきり言ってほしい

.26 

.42 

.48 

1 6 1』2 577 剖刷H 

.62 

.27 .76 

.29 .63 

4.0 
圃家族の;1集性 日家族成員の葛藤 図コミヱュケーションの受容性

3.5 

3.0 

得
点 2.5

2.0 

1.5 

1.0 
家族の 家族の 家族成員の

凝集性高群 凝集性中群 葛藤高群

Figure 1 家族のタイプ別特徴
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3群別にアサーション行動や自尊感情に及ぼす授業効

果を検討することを目的とする。

方法

1 .授業参加者と実施時期

小学5年生 38名(男子20名，女子 18名)を対象

として.2∞5年 1月から 3月にかけて授業および効果

判定の調査を行った。研究2では研究 1の2クラスの

うち.Bクラスを対象にして授業効果を検討した。な

お，家族成員の相互関係に基づいて家族タイプの群構

成を 2クラス問で比較すると .Bクラスの群構成は研

究2で授業効果を検討しなかったAクラスと類似して

いた。すなわち，家族の凝集性高群ではAクラスが7

人.Bクラスが8人となり，家族の凝集性中群ではA

クラスが 21人.Bクラスが 19人となり，家族成員の

葛藤高群ではAクラスが 10人.Bクラスが II人であ

った。

2.授業内容

研究2で実施した授業は，家庭科の「家庭生活に関

心をもって，家庭の仕事や家族との触れ合いができる

よう lこするJ領域の一部を構成する 5時間の授業であ

った。小学校学習指導要領解説によると，この領域に

ついては「日常の会話や行動の中で，心遣いをもって

家族に気持ちを伝えたり触れ合う場をもったりするこ

とで，互いの心につながりが深まることを体験を通し

てとらえることができるようにする。また，自分の思

いがうまく伝わらなかったり，自分の考えを分かって

依頼を望む気持ちJでは，家族の凝集性高群が家族の

凝集性中群よりも有意に高いか高い傾向を示した。し

かし，自尊感情では3つの下位尺度すべてにおいて，

有意な群問差はみられなかった。

これらの結果をまとめると，家族の凝集性高群は，

家族に対して自分を主張しながら，同時に家族の気持

ちも尊重しようとする傾向にあるので，他の2群より

もアサーティブな群であるといえる。それに対して，

家族成員の葛藤高群は，自分の不快感を強く表明する

傾向にあるが，家族からの抗議や相談・依頼を望む気

持ちも低い。この得点傾向から.3群の中では攻撃的

な傾向を示す群であると考えられる。最後に，過半数

の子ども (40人)から構成される家族の凝集性中群は，

「意見の表明J. r限界・喜びの表現J.r率直な抗議を

望む気持ち」および「相談・依頼を望む気持ちJでは

最も低く. r不快感の不表明Jでは最も高いことから，

3群の中では非主張的な群であるといえる。これらの

結果から，家族成員の相互関係から捉えた家族タイプ

の3群聞の相違は，児童のアサーション行動と関連し

ていると示唆される。

研究2

目的

研究2では，授業の中で家族内におけるアサーショ

ン・スキルを習得させる指導を実践し，家族タイプの

m
m
一m
m
一川叩一一一
m
一m
m
一m
m
一m
m
一m
m
一M
M
一M
m

家族の凝集家族の凝集家族成員の
性高群(a) 性中群(b) 葛藤高群(c)

3.06 2.54 2.57 

0.31 0.62 0.62 

3.19 2.82 2.94 

0.46 0.82 0.79 

1.44 2.29 1.59 

0.50 0.61 0.49 

3.81 2.95 2.64 

080 0.47 0.60 

3.35 2.58 2.77 

0.40 0.70 0.94 

3.57 2.71 2.95 

0.43 0.72 0.73 

3.16 2.72 2.79 

0.51 0.72 0.87 

2.19 2.27 2.33 

0.51 0.46 0.60 

2.50 2.61 2.54 

0.37 0.39 0.50 

2.43 2.41 2.67 

0.66 0.40 0.62 
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家族のタイプ別，児童のアサーション行動および自尊感情の平均値，標準偏差と多重比較結果Table 4 

F値全体

n.S. 

n.S. 

2.45 

0.67 

意見の表明

限界・喜びの表現
児童期の家族関係
における自己表明

b)a梓，c輔

a)b**，c同

a)bt 

a)b * 

9.05 

9.84 

3.16 

4.58 

不快感の不表明

自己意思の尊重

率直な抗議を望む
気持ち

児童期の家族関係
相談・依頼を望む

における他者の表明
気持ち

を望む気持ち
独自な意見の表明
を望む気持ち

n.s. 1.04 

n.s. 0.18 家族とのかかわりに関する自尊感情

n.S. 

t: p<.10， *: p<'05，ホキ:p<.01，本**:p<.001 

n.S. 

0.20 

0.92 
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もらえなかったりした時，思いの表し方を工夫したり

相手の立場を理解したりすることの必要性にも気付き，

触れ合いを工夫できるようにするJと解説されている

(文部省. 1999)。この解説の内容から，家庭科の当該

領域において家族内におけるアサーション・スキル指

導の授業を位置づけることは適切であると考えられる。

以下.5時間にわたる授業と各授業における児童の

学習活動の概要について説明する。なお.Table 5の

lh-5hの記号は授業の 1時間目から 5時間目に対応

する。第 1次では.2時間の授業を通して，自分の家

族について振り返りながら，家族の会話について考え

させる。 lhでは，事前テストとして各児童のアサー

ション行動と自尊感情を測定する質問紙調査を実施す

る。その後，各児童は家族と言い争いになった出来事

について，できるだけ詳しく記述する。 2hでは，各

児童は記述した葛藤場面の中から，よく生起しがちな

場面を抽出し，クラスで共有化する。各児童は共有化

した葛藤場面の登場人物の立場になって，台詞を考え

発表する。各児童は台詞を言われた相手の立場に立っ

たとき，自分だったら，どんな気持ちであるかを答え

る。この際，各児童は「ムカッとカード(青)J. rOK 

カード(黄)J. rがまんカード(ピンク)Jの3種類の

「自分の気持ちカードJ(Figure 2)のうち，いずれか 1

つのカードを挙げて答える。 2hでは，発表のやり取

りの中から，各児童に次のことについて気づかせる。

第 1に，ムカッとカードがたくさん挙げられる台詞に

は攻撃的な発言が多く，相手の行動を批判したり，制

限してしまう「あなたメッセージJになっていること

が多いことである。第2に.OKカードがたくさん挙

げられる台詞には，自分の気持ちを表現することによ

って，相手にその後の意思決定を委ねる「わたしメッ

セージJが多いことである。

第2次では，レッスンカードを使用して.2時間の

アサーション・トレーニングを実施する。レッスンカ

ードには，各児童が家庭生活においてよく遭遇する家

族との葛藤場面が描かれており，葛藤場面の簡単な説

明が記述されている。 3hでは，児童4-5人の小グル

ープを構成し，各グループ内で順番にレッスンカード

を引き，レッスンカードを引いた児童がそのカードに

描かれた葛藤場面の台誌を発表する。同一グループ内

の他の児童は. r自分の気持ちカード」を使用して自

分の気持ちを示し，発表された台詞に対する評価を行

う。 4hでは，保護者にも参加してもらい. 3hと同様

のレッスンカードを使用してアサーション・トレーニ

ングを実施する。ぬでは，各児童は，友人同士だけ

で実施したアサーション・トレーニング (3h) と保護

者が参加したアサーション・トレーニング (4h)を比

較しながら，それぞれの様子や気持ちの相違について

ワークシートに記述して発表する。教師は，友人に対

する関わりが家族に対する関わりと異なることに気づ

指導の内容

Table 5 授業の流れ(全5時間)

第1次
家族の会話を考えよう

(全2時間)

第2次 アサーショントレーニン
(全2時間) グをしよう

第3次
わたしと家族

(全1時間)

L
H
 

1
 

児童の活動

調査のための質問紙に回答する。
家族内での葛藤場面を記述する。

児童の記述した家族内での葛藤場面のうちよく生起
しそうな葛藤場面をクラスで共有化する。葛藤場面を
めぐって攻撃的な表現、主張的な表現、非主張的な
表現の3つのタイプがあることに気づく。

4-5人のグループで，葛藤場面を描いたレッスン
カードを利用してアサーションスキルのトレーニングを
行う。

保護者にアサーション行動について説明する。保護
者とともにレッスンカードを使用し，アサーション・ト
レーニンゲを行う。

『家族との会話J.r友人との会話』の相違について気
づくことにより，家族の大切さを意識する。家族同士
であっても自分の意見を理解してもらうための工夫が
必要であること，相手の気持ちを大切にする必要性
があることに気づく。

2h 

3h 

4h 

5h 
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かせる。また，家族に対しでも，自分の意思を理解し

てもらうためには工夫が必要であること，相手の気持

ちを大切にする必要性があることなどを確認させる。

そして最後に，事後テストとして各児童のアサーショ

ン行動と自尊感情を測定する質問紙調査を再び実施す

る。

3.授業効果の判定測度

研究2では研究 1と同様に，家族成員の相互関係尺

度，児童期の家族関係における自己表明尺度，児童期

の家族関係における他者の表明を望む気持ち尺度，児

童期の自尊感情尺度および授業の感想文を使用して，

アサーション・トレーニング前後の変化を検討した。

結果と考察

1 .各測度における男女差の検討

各群別にアサーション・トレーニングの効果を検討

する前に，各測度に男女差がみられるか否かを検討し

た。研究2の対象者38名のうち，男子20名と女子 18

名のデータに分けて，各測度別に t検定を使用して，

男女の平均値聞の差を検定した。その結果，児童期の

家族関係における他者の表明を望む気持ち尺度の「相

談・依頼を望む気持ちj の下位尺度得点においてのみ，

男女聞に有意差(1=2.20，俳34，p<.05)が認められ，

女子 (M=3.22，SD=O.79)が男子 (M=2.69，SD=O.63) 

よりも有意に高かった。しかし，その他のすべての測

度では有意な男女差は認められなかった。柴橋 (2∞1)

は，青年期の友人関係を調査し，女子青年が男子青年

よりも友人との交流をよく求めることから，女子青年

の他者の表明を望む気持ちが強いという仮説を立て，

これを立証している。本研究では，小学5年生を対象

にしていること，また友人関係ではなく家族関係を取

り上げていることなど柴橋 (2∞1)の研究と異なる点

は多いが，本研究においても「相談・依頼を望む気持

ちj の側面では柴橋 (2∞1)の研究結果と類似する男

女差が見出された。しかし，他の2下位尺度では有意

な男女差がないことから，小学5年生の発達段階では，

家族との交流の仕方や性質に大きな男女差はまだ生じ

ていないものと考えられる。また，竹内・早野・神谷・

堀・向井・藤波(1991)は，中学生では男子の自尊感

情が女子よりも有意に高いことを見出しているが，本

研究の小学5年生では自尊感情に有意な男女差はみら

れなかった。

2.アサーション・トレーニングの効果判定

アサーション・トレーニングの効果を判定する狽IJ度

には，ほとんど男女差がみられなかったので，以下の

分析では男女を一括して分析した。各測度別にt検定

を使用して，アサーション・トレーニング授業前と授

業後の平均値聞の差を検定した (Table6)。その結果，

児童期の家族関係における自己表明尺度では，家族の

凝集性高群の「不快感の不表明J下位尺度得点が授業

前から授業後にかけて増加する傾向を示した。家族の

凝集性高群は3群の中では家族の凝集性とコミュニケ

ーションの受容性が最も高い群 (Figure1を参照)で

あり，家族内のアサーション行動が最も適切な群であ

ったと考えられる。しかし，本研究の結果は，こうし

た群でも他者の気持ちを大切にするアサーション・ト

レーニングの授業を受けることによって，他者に配慮

して自分の不快感をあまり表明しない方向に，さらに

変化する可能性を示唆している。

家族の凝集性中群では， r自己意思の尊重J下位尺

度得点が授業前から授業後にかけて有意に低下してい

た。これは，アサーション・トレーニングの授業を通

して，相手の立場を尊重することの重要性を自覚する

ようになり，自己の主張を少し抑制するようになった

ものと考えられる。有意な変化ではないが，家族成員

の葛藤高群では「限界・喜びの表現Jと「自己意思の

尊重j のそれぞれの下位尺度得点が授業前から授業後

にかけて増加する傾向を示した。これは，家族成員の

/ノ

割り箸

ムカッとカード

(青)

OKカード がまんカード

(黄ピンク)

Figure 2 自分の気持ちカード
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葛藤が高い群でも，家族に対して積極的に自己表明を

する方向に変化することを示しており，アサーション・

トレーニングの授業効果を示唆するものである。しか

し，家族関係における他者の表明を望む気持ち尺度で

は，いずれの下位尺度でもアサーション・トレーニン

グの授業効果は認められなかった。

Table 6からわかるように，全般的にアサーション

行動の測度では，アサーション・トレーニングの授業

前から授業後にかけて有意な変化を示していない。こ

れについては，いくつかの理由が挙げられる。第 1に，

家族関係は長い時間をかけて築きあげられた関係であ

り，かっ固定的な人間関係であることである。数時間

のアサーション・トレーニングの授業効果は，アサー

ション行動の意義や理解を高めるのに有効であるとし

ても，アサーション行動の実行度を変化させるほど有

効ではないという可能性である。第2に，家族関係、に

は友人関係とは異なる特徴があることである。例えば，

家族関係は友人関係にみられる対等な横の関係とは異

なり，養育する者とされる者といった縦の関係がある。

そのため，家族に対して自分の意思を尊重する方向で

自己主張することが困難な児童もいるかもしれない。

この点については，授業後の感想文からも裏付けられ

る。保護者と一緒に実施したアサーション・トレーニ

ングについて，児童は「友達同士では同年代だから多

少は言えるけど，お母さんなら目上だからなかなか言

えない」とか「年上の人に言うときは，自分の思って

いることをすべて出せなかった」等の感想を書いてい

る (Table7)。第3に，アサーション・トレーニング

の授業で学んだことが，家族関係の中では継続的に実

践されない可能性が挙げられる。西他 (2∞4)は，ア

サーション・トレーニングの授業が友人関係における

アサーション行動を高めるのに有効であることを確認

している。学校では友人関係を形成する児童全員を対

象にして，アサーション・トレーニングを実施するこ

とが可能である。そのため，各児童の行動変容だけで

なく，クラスやグループ全体の意識やダイナミクスに

変化を生み出すことも可能である。しかし，学校にお

ける数回の授業では，児童のアサーション行動を家族

関係の中で実行するように浸透させることは難しいと

考えられる。家族全体を対象としたアサーション・ト

レーニングを定期的に実施できれば，本研究の研究2

よりも高い効果が期待されるが，それには家族の継続

的な協力が必要である。

自尊感情に及ぼすアサーション・トレーニングの効

果をみると， 3群すべてにおいて『家族とのかかわり

に関する自尊感情Jと「友人とのかかわりに関する自

尊感情」が授業後に増加しており，アサーション・ト

レーニング授業の効果が認められた。これらの結果は，

アサーション・トレーニングに関する一連の授業を通

して，アサーション行動に対する児童の理解や知識が

高まったことによると考えられる。アサーション行動

を実行する機会のない児童でも，アサーション行動に

よって自分の家族関係、や友人関係、が改善できる可能性

に期待をもつことが，彼らの自尊感情を高めるのに役

Table 6 家族のタイプ別，アサーション行動および自尊感情の授業前後の平均値，標準偏差とt検定結果

家族の凝集性寓群 家族の凝集性中群 家族成員の葛藤高群 全体

M SO tua M SO t値 M SO tu宣 M SO 値

意見の表明 前 3.06 0.31 0.71 2.54 0.62 0.66 n.s. 2.57 0.62 1.65 n.s. 2.66 0.60 1.18 n.s. 
後 2.96 0.52 ・ n.s. 2.62 0.60 2.83 0.53 2.75 0.57 

児童期の限界・喜びの表 前 3.19 0.46 0.24 2.82 0.82 0.69 n.s. 2.94 0.79 1.94 t 2.93 0.74 0.25 n.s. 
家族関係現 後 3.25 0.71 U..<.. n.s. 2.74 0.74 3.12 0.82 2.96 0.77 

における不快感の不表明前 1.44 0.50 2.33 t 2.29 0.61 1.69 n.s. 1.59 0.49 1.30 n.s. 1.91 0.67 0.46 n.s. 
自己表明 後 1.81 0.46 2.05 0.64 1.91 0.89 1.96 0.68 

自己意思の尊重前 3.81 0.80 1.87 2.95 0.47 2.19本 2.64 0.60 2.03 t 3目04 0.71 1.55 n.S. 
後 3.06 0.62 '.01 n.s. 2.63 0.57 3.00 0.71 2.83 0.64 

児童期の率直な抗議を望 前 3.35 0.40 0.82 n.s. 2.58 0.70 0.82 n.s. 2.77 0.94 0.37 2.80 0.77 0.19 n.s. 
家族関係む気持ち 後 3.06 1.01 2.70 0.72 2.86 0.90 U..lI n.s. 2.82 0.83 

における相絞・依績を望 前 3.57 0.43 1.41 2.71 0.72 0.38 n.s. 2.95 0.73 0.69 2.96 0.74 1.39 n.s. 
他者の表む気持ち 後 3.19 1.00 ..... n.s. 2.66 0.88 2.80 0.70 u.o'" n.s. 2.81 0.86 

明気を持望ちむ独自な意見の表 前 3.16 0.51 0.31 2.72 0.72 0.91 n.S. 2.79 0.87 0.70 2.83 0.73 1.16 n.s. 
明を望む気持ち 後 3.25 0.71 U..l1 n.s. 2.64 0.57 2.97 0.69 u. 1 U n.s. 2.96 0.64 

家族とのかかわりに関する 前 2.19 0.51 3.91 2.27 0.46 4.27 *ホ*233060 656*** 2.27 0.50 7.94 *** 
自尊感情 後 2.73 0.43 ・紳 2.65 0.62 2.97 0.54 2.76 0.57 

友人とのかかわりに関する 前 2.50 0.37 4.12 2.61 0.39 6.42 *** 2.54 0.50 4.80 ** 2.57 0.41 8.92 *** 
自尊感情 後 2.97 0.46 柿 3.02 0.42 3.13 0.46 3.04 0.43 

一般的な自尊感情 前 2.43 0.66 1.37 n.s. 2.41 0.40 0.59 n.s. 2.67 0.62 1.22 n.s. 2.49 0.53 1.57 n.s 
後 2.54 0.76 2.47 0.63 2.85 0.58 2.59 0.65 

t: p(.10. *: p(.05.紳:p(.Ol.*紳:p(.OOl
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立ったのではないかと考えられる。授業に参加した保

護者2名から，後日教師宛てに手紙が送られてきた。

その内容はアサーション行動に関する授業の取り組み

を肯定的に評価するものであった。本研究では保護者

側のアサーション行動や自尊感情の変化を測定してい

ないが，家族との関わりに関する児童の自尊感情が高

まった理由の一部は，児童に対する保護者の行動や態

度の変容に起因している可能性も否定できない。

最後に，授業後に得られた児童の感想を分析した結

果，以下のような傾向を読み取ることができた。「よ

く考えてみると，やばいことをいっているなぁと思っ

たjなどの自分の話し方に対する気づき言い方に

も種類があることがわかりました(攻撃， OK，許す・

ガマン)Jなどのアサーション行動に関する知識や理

解の深まりを示唆する感想が多くみられた 09名)。

また， r今度からは自己表現をしながら，青のカード(ム

カッとカード)のような気持ちにさせないようにした

いJなど，アサーション行動に対する積極的取り組み

をうかがわせる感想も得られた。その反面， r相手が

ムカッとしてしまうような言葉がどんどん出てきてし

まって，まだ相手のことを考えてできないなと思いま

したJという感想にみられるように，アサーション行

動を実行する自信がないという意見も多かった (17名)。

これらの感想は，アサーション・トレーニングの授業

を通じて，各児童が日頃は意識していない自分のアサ

ーション行動を見直し，一方ではできていないことを

自覚しながらも，他方ではアサーション行動の意義や

必要性を理解するようになったことを反映していると

考えられる。

まとめと今後の課題

本研究の研究 lでは，家族成員の相互関係の視点か

ら児童を3群に分類し，家族に対する児童のアサーシ

ヨン行動と自尊感情の特徴を比較検討した。その結果，

児童のアサーション行動は，家族成員の相互関係のタ

イプによって異なっていた。すなわち，凝集性の高い

家族ではアサーション行動が多かったが，凝集性の中

程度の家族では非主張的な行動傾向がみられた。また，

葛藤の強い家族では攻撃的な傾向がみられた。

研究2では，家族内のアサーション行動を高めるア

サーション・トレーニング授業を実施し，その効果を

Table 7 r友達同士でゲームをしたときと.保護者の方に相手役をしていただいた
ときでは，どのように違いましたか。』の聞いに対する回答

回数

親とトレーニングをする時の方が，友達とトレーニングをする時よりも控えめになった。 30

例 友達だと言いたいことをいえるけど.親がいると，ちょっと考えてから言った。

友達だったら相手が同い年だから逆らえるけど，親だと年上だから逆らえないし.
本当のことをずぱっと当てられて，言い負かされる。だからあやまったり， rはい』と
言っちゃう。でも私が本当のことを言ったら親も「はい』といってくれた。

友達との会話だったら何でも言えるけど，家族だったら，年上の人だし逆らって
はいけないような気がした。だから家族との対話は，最後は.rはい』になった。

お母さんもいつもより控えめだった。

例 お母さんも控えめだった。

お母さんはいつもは，もっとこわいのに今日は控えめにしていた。

家族と現実的なトレーヱングがでよかった。

例 現実的なトレーニングが出来た。

親が相手だと現実的になってしまう。

親とトレーニングする時の方が，友達とトレーニングする時よりも，遠慮なく自分の気持ち
を伝えることができた。

例

その他

友達とだと，いったら泣かされたりされそうなことが，身内だといえる。お母さんが
いつもよりやさしかった。

友達同士でやるとちょっと言えない事があったけど.家族だと楽に言えた。

家族だと友達より，激しくなった。
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検討した。その結果， r不快感の不表明J，r自己意思

の尊重J. r限界・喜びの表現Jではアサーション・ト

レーニングの効果が若干みられたが，全般的にみると，

児童のアサーション行動に及ぼすアサーション・トレ

ーニングの効果はあまり顕著ではなかった。しかし，

児童の自尊感情はいずれの群でも，アサーション・ト

レーニングの授業後に有意に増加していた。

児童の感想文に関する質的な分析から，アサーショ

ン行動を実行する自信がないと述べる児童が多くみら

れ，アサーション行動の実行度や実行に対する自己効

力感はあまり高まっていないように思われた。しかし，

児童のアサーション行動に対する意義や必要性の理解

は高まっていた。こうした矛盾した児童の心理状態は，

アサーション・トレーニングの授業を通して，自分の

アサーション行動の実態を見直したために，かえって

実行できていないことに気づいたことを反映している

と考えられる。アサーション・トレーニングの授業を

定期的に継続することによって，こうした矛盾した心

理状態は解消し，アサーション行動に対する理解や知

識と実行の間のズレは低下するものと期待される。

本研究では，アサーション・トレーニングに参加し

た保護者の意識や行動の変化については測定しなかっ

た。児童と一緒にアサーション・トレーニングに参加

したことによって，自分の子どもに対する保護者のコ

ミュニケーション行動や態度にも変容が生じる可能性

がある。この可能性を検討していくことが今後の課題

である。
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